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例
年
に
な
く
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
冬

も
過
ぎ
て
、
ま
も
な
く
桜
の
咲
く
季
節

に
な
り
ま
し
た
。

平
素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
協
力
、
ご

支
援
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
九
歯
大
創
立
一
○
○
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
で
、
五
月
十
日
に
は
小

倉
で
盛
大
に
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
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長
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九
州
歯
科
大
学
大
阪
府
同
僑
窓
会

会
長
岡
谷
親
男

ま
す
。
我
々
大
阪
府
同
窓
会
員
も
記
念

事
業
に
協
力
す
べ
く
、
小
倉
に
馳
せ
参

じ
て
大
い
に
盛
り
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

皆
様
も
何
か
と
ご
多
忙
と
は
存
じ
ま

す
が
、
是
非
と
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

九
歯
大
の
パ
ワ
ー
を
全
国
か
ら
来
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
他
大
学
の
来
賓
の
方
々
に

見
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
創
立
一
○
○
周
年
記
念
基
金
へ

の
協
力
も
あ
わ
せ
て
御
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
だ
予
想
金
額
よ
り
大
き
く
Ｆ

回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
大
阪
人

の
心
意
気
を
示
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
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だ
よ
り
一
発
行
に
際
し
、
原
稿
を
頂
い

た
先
生
方
、
ま
た
企
画
編
集
に
ご
尽
力

賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
も
担
当
の
先
生
方
が
、
会
員
の

皆
様
が
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
企
画
を

立
て
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年

度
に
も
増
し
て
、
｜
人
で
も
多
く
の
皆

様
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
｜
な
に
歯

ｐ
Ｇ
ク

、
ソ

つ６
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根
は
見
え
な
い
綱
と
な
り
、
新
し
い

花
達
を
優
し
く
見
守
り
続
け
ま
す
。

陽
の
光
と
共
に
大
き
く
開
い
た
花
は
、

寒
さ
の
中
も
強
く
生
き
ぬ
け
ま
す
。

初
め
は
数
輪
の
花
も
次
々
と
花
開
き
、

次
第
に
数
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

福
寿
草
の
花
を
想
う
時
、

そ
の
生
き
方
が
、
な
ん
だ
か
私
達
の

母
校
と
似
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
花
を
そ
っ
と
閉
じ
た
時
。

茎
葉
は
大
き
く
伸
び
、
そ
の
根
は
深

く
張
っ
て
い
き
ま
す
。

早
春
に
咲
く
黄
色
い
花
。

福
寿
草
と
い
え
ば
「
永
久
の
幸
福
」

「
回
想
」
「
祝
福
」
な
ど
の
花
言
葉
で

知
ら
れ
ま
す
。

我
々
の
母
校
九
州
歯
科
大
学
も
、

今
年
つ
い
に
一
○
○
周
年
を
迎
え
ま
す
。

冬
の
寒
い
時
に
一
番
に
咲
く
花
。

明
る
い
花
色
で
春
を
告
げ
る
花
。

な
ん
だ
か
私
達
の
お
祝
い
に
相
応
し

い
花
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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よ
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四
月
の
改
定
を
目
前
に
控
え
、
年
の

初
め
の
段
階
で
の
情
報
を
き
め
細
か
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ひ
と
つ
の
重
点
課
題
と
四
つ
の
視

点
』
と
し
て
、
医
療
機
関
の
連
携
、
ま

た
、
次
の
よ
う
な
視
点
を
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
歯
科
医
療
の
推
進
、
医
鬘
療
技
術

の
適
切
な
評
価
、
患
者
か
ら
見
て
分
か

り
や
す
く
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の
実

新
年
恒
例
の
、
大
阪
府
歯
科
医
師
会

医
療
保
険
担
当
理
事
の
林
正
純
先
唯

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
の
社
会
保
険
講

習
会
が
、
約
四
十
名
の
会
員
の
参
集
の

元
、
な
ん
ば
の
と
り
よ
し
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

LIiJwiIii織

蟻蕊 （

野

年
社
保
講
習

新
年
互
礼

平
成
加
年
１
月
沁
日
（
日

現
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
。

ま
た
、
歯
周
病
治
療
の
流
れ
を
解
説

し
て
下
さ
り
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
の
色
々

な
症
例
の
考
え
方
を
教
示
下
さ
い
ま
し

た
。来
年
三
月
ま
で
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
対
応
の

お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

林
先
生
は
、
今
年
も
新
年
会
に
も
ご

参
加
く
だ
さ
り
、
個
々
の
質
問
に
も
丁

寧
に
お
答
え
し
て
下
さ
り
、
明
日
か
ら

の
診
療
に
大
い
に
役
立
つ
講
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

続
い
て
の
新
年
互
礼
会
は
、
い
つ
も

の
青
木
修
一
先
生
の
司
会
の
元
、
所

摩：

狭
し
と
会
場
満
席
の
元
、
五
時
か
ら
七

時
過
ぎ
ま
で
宴
が
続
き
ま
し
た
。

岡
谷
会
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、
戸
倉

先
生
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
、
宴
会

の
幕
が
開
き
ま
し
た
。

近
畿
大
学
歯
科
口
腔
外
科
学
教
授
の

濱
田
先
生
に
よ
る
一
○
○
周
年
を
迎
え

る
九
歯
大
を
テ
ー
マ
と
す
る
ご
挨
拶
の

後
、
司
会
の
青
木
先
生
に
促
さ
れ
、
若

手
の
安
積
中
元
化
（
大
仙
期
）
、
越
智

信
行
先
生
（
大
師
期
）
の
自
己
紹
介
、

近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
に
話
の
渦
が
広
が
り
、
あ

っ
と
い
う
問
の
二
時
間

が
過
ぎ
去
り
、
最
後
に

東
先
生
の
エ
ー
ル
に
続

い
て
、
全
員
で
校
歌
斉

唱
し
て
、
年
の
初
め
の

同
総
会
行
事
が
終
わ
り

ま
し
た
。

（
大
羽
期

下
出
一
夫
）
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『本部表彰等を受けられた先と、ご紹介』：ヤ

ャ
も

：＜叙位叙勲褒章受章者〉’'2岬度紺綬褒章阪上安輝先生(大21期）‘@
A１，
心

：<20年以上会の発展に寄与し75歳に達した会員〉ｲｾ
ﾍ

1124年度!’伊良波剛先生（大12期）
1１’Ｌ

ＡＶＨ24年度（故）笹野一朋先ｆに（大14期）
イ

ミーーーー診診診診みみ尼包診－－影診～秀一ゐP〃影診診尼"～診～～影～～みみ診診〃～診診～〃

九州歯科大学大阪府同窓会平成25年度｡２６年度役員

長岡谷親男(大27期）

長西本達哉(大28期）：ホームページ

長崎三男(大29期）：組織

谷泰雄(大31期）：総務

事加藤聡(大33期）

事青木修一(大29期）：広報、モニター

黒澤治彦(大30期）：組織

大形篤広(大33期）：会計

東昭平(大38期）：総務

岩田和久(大38期）：学術

岡田克也(大39期）：組藝織、福祉

事下出一夫(大29期）：広報

竹森康仁(大33期）：総務

遠藤佳代(大33期）：会計

山下美枝(大33期）：広報

安東基良(大36期）：組織

砂野彰宏(大37期）：総務

雲川秀雄(大39期）：組織

岡本達也(大40期）：学術

富山康二(大50期）：学術、組織

大野麻衣子(大51期）：広報

辻卓朗(大54期）：広報

東江正裕(大54期）：学術

学術委員楠元貴司(大39期）

高涜勉(大40期）

福重真佐子(大46期）

監事戸倉良樹(大19期）

倉田博幸(大27期）

議長長崎林太郎(大29期）

相談役古庄列(大７期）

松本泰雄(大９期）

丸山）琿幹(大14期）

鳥羽英紀(大15期）

小野善弘(大20期）

Ｉ坂上安輝(大21期）

濱田傑(大26期）

丹羽均(大32期）

会
副

会

専務理事

常務理事

理

＝豆＝凹坐白白型ムロロ

平成25年度会員計報

大学14期笹野一朋先生が、平成25年10月１日に亡くなられました（享年75歳)。

大阪府同窓会会員一同、心より御冥福をお祈り申し上げます。

●■｡■

((※今号より、会員のみの計報とさせて頂きますａ)）』

冒
四

､、露ヨニ鐸一－－－－－－－－－－_－－－－－－－=息ﾆーーーー 梺一



九歯大阪広 報第１０号 2014年３月２８日発行（４）

平
成
二
十
五
年
五
月
ニ
ト
五
日
（
上
）

午
後
三
時
か
ら
、
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
に

於
い
て
平
成
二
十
五
年
度
大
阪
府
同
窓

会
総
会
、
講
演
会
、
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
阪
府
同
窓
会
の
御
用
達

ホ
テ
ル
を
作
る
た
め
に
会
場
を
ホ
テ
ル

日
航
大
阪
に
移
し
て
二
年
目
の
開
催
で

す
。開
催
に
先
立
ち
、
こ
の
一
年
間
に
会

員
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
専
旧
期

吉
田
芳
雄
先
生
、
県
立
１
期
朝
倉

由
純
先
生
、
県
５
期
堀
之
内
藤
彦
先

生
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
と
う
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。

午
後
三
時
に
始
ま
っ
た
総
会
で
は
、

会
務
報
告
を
は
じ
め
と
す
る
五
つ
の
報

告
事
項
が
各
担
当
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
平
成
二
十
四
年
度
会
計
決
算
、

監
査
報
告
な
ど
三
つ
の
議
案
が
滞
り
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
大
阪
府
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

｜
｜
｜
時
半
か
ら
は
平
成
二
十
五
年
度
大

阪
府
同
窓
会
学
術
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
自
衛
隊
阪
神
病
院
で
副

煙平
成
閲
年
震
大
阪
府
同
窓
会

総
会
＆
讓
演
会
＆
懇
親
会
＆
新
入
会
員
歓
迎
会

蕊
〒
寳
聡
し

院
長
、
｜
等
陸
佐
と
し
て
ご
活
躍
中
の

大
釧
期
鈴
木
通
彦
先
生
に
、
「
自
衛

隊
の
歯
科
医
官
に
つ
い
て
」
の
演
題
で

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
話
は
、

鈴
木
先
生
が
自
衛
隊
に
入
隊
し
た
い
き

さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
自
衛
隊
内
で
の
歯

科
医
師
と
し
て
の
仕
事
ぶ
り
や
自
衛
隊

な
ら
で
は
の
各
種
設
備
の
紹
介
も
あ
り
、

最
後
に
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
安
全

”４

［》
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一
弐
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烹瀞 ￣ －－ａ二

保
障
問
題
と
い
う
、
非
常
に
グ
ロ
ー
バ

ル
で
今
も
っ
と
も
ホ
ッ
ト
な
話
題
ま
で

含
ま
れ
、
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
し

た
ｃ鈴
木
先
生
の
興
味
深
い
ご
講
演
の
あ

と
、
五
時
半
か
ら
は
同
じ
ホ
テ
ル
日
航

大
阪
で
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
食

事
は
、
今
ま
で
の
大
阪
府
同
窓
会
で
は

有
り
え
な
か
っ
た
フ
レ
ン
チ
の
コ
ー
ス

料
理
！
ホ
テ
ル
と
粘
り
強
く
交
渉
し
て

く
れ
た
鋼
期
東
先
生
の
手
腕
の
お
か

げ
で
、
と
て
も
優
雅
で
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な

懇
親
会
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
な
ら
ば
懇
親
会
で
お
開
き
で
す

が
、
今
回
は
新
企
画
と
し
て
、
二
次
会

を
兼
ね
て
午
後
八
時
か
ら
新
入
会
員
歓

迎
会
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
は
沁
期

安
東
先
生
が
予
約
し
て
く
れ
た
竹
の
庭

鰻
谷
東
店
。
二
階
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
貸

し
切
り
で
す
。
今
年
度
は
、
お
そ
ら
く

過
去
最
多
と
思
わ
れ
る
十
三
名
も
の
新

入
会
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

懇
親
会
の
参
加
者
ほ
ぼ
全
員
に
、
さ
ら

に
新
入
会
員
歓
迎
会
か
ら
参
加
し
て
く

れ
た
先
生
も
加
わ
り
、
と
て
も
賑
や
か

で
楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
先

生
方
が
増
え
て
き
て
、
大
阪
府
同
窓
会

は
ま
す
ま
す
活
気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
次
回
、
平
成
二
十
六
年
度

総
会
、
講
演
会
で
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
多
方
面
で
ご
活
艤
中
の
作
家
、
玉

岡
か
お
る
さ
ん
の
講
演
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
新
刊
発
行
記
念
の
サ
イ
ン
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
五
月
二
十
四
日

（
士
）
午
後
三
時
か
ら
ホ
テ
ル
日
航
大

阪
で
す
。
み
な
さ
ん
是
非
と
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

加
藤
聡
（
大
記
期
）、，」、、菅,町
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大
阪
駅
徒
歩
０
分
の
「
グ
ラ
ン
ビ
ァ

ホ
テ
ル
」
で
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ピ
ア
と
は
ス
ペ
イ
ン
の
大
踊

り
の
名
か
ら
き
て
い
ま
す
。

回回

近畿北陸地区

連合会総会開かれる
回回

１
近
畿
北
陸
地
区
連
合
会
総
会

各
議
案
が
提
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た

日時：平成25年６月29日（士）

午後３時～

場所：ホテルグランピア大阪

後
、
壷
坂
久
吹
先
生
（
兵
庫
型
期
）
が
く
ロ
霞
・
疸
零
ロ
一
塁
’
＠

会
長
に
就
任
し
所
信
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
一
議
大
学
在
籍
の

鑓
詫
鑓
に
よ
る

２
学
術
講
演
会

講
師
：
大
森
有
樹
先
生

（
幻
期
大
阪
市
中
央
区
開
業
）
一
議
医
局
総
ｎ

演
題
：
「
力
の
リ
ス
ク
診
断
で
変
わ
る
〉
ロ
鶴
口
懲
口
霞
□

治
療
計
画
」

ド
ク
タ
ー
は
こ
れ
だ
け
の
技
量
を
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
症
例
を
通
し
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

症
例
を
見
て
驚
い
た
、
エ
ン
ド
、
ペ

リ
オ
、
補
綴
、
完
壁
だ
。
矯
正
だ
っ
て

自
分
で
や
る
。
も
ち
ろ
ん
予
防
に
も
力

を
入
れ
て
お
ら
れ
る
。
万
能
選
手
と
い

う
の
に
相
応
し
い
見
事
な
仕
事
だ
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
Ⅲ
種
競
技
金
メ
ダ
リ
ス

ト
み
た
い
。

講
演
を
聞
い
た
会
員
の
感
想
「
素
晴

ら
し
い
と
思
う
け
ど
俺
に
は
無
理
」
「
う

ち
は
妬
％
保
険
診
療
や
」
な
ど
一
大
変

参
考
に
な
っ
た
け
ど
と
て
も
高
い
レ
ベ

ル
や
」
な
ど
た
め
息
が
漏
れ
て
い
ま
し

た
。

青
木
修
一
（
大
狙
期
）

－－

蕊
篭

鱸

鰈；
:Ｅ固」

ﾌﾞ了百、品Ｕｆノラ了可 匠クラ而司、＆ 之タテで豆沁＆ ｱで宝、四 ‘ ｣
E、ﾕＷグ E、、Ｌ ｣

ロ
｜
亀
己
疸
電
ロ
裏
迄
傷
口

薪
大
学
在
籍
の

蝿
詫
鑓
に
よ
る
墾

霜
医
局
紹
介
“

ロ
鶴
ロ
篭
ロ
霞
□
認

研
修
医
生
活

大
阪
の
先
生
方
、
始
め
ま
し
て
。
現

在
大
阪
大
学
で
一
年
目
の
研
修
を
し
て

い
る
壷
井
莉
理
子
と
申
し
ま
す
。

大
阪
大
学
で
は
、
口
腔
総
合
診
療
部

と
い
う
、
｜
股
歯
科
治
療
全
般
を
行
う

部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
研

修
は
医
局
会
や
特
別
な
講
義
が
な
い
限

り
、
補
綴
科
や
口
腔
外
科
の
忙
し
い

同
期
を
尻
目
に
、
８
：
卯
に
出
勤
し
て

（
で
処
置
が
行
え
る
今
の
環
境
は
と
て
も

｣

（
ロ
を
開
け
て
い
る
患
者
さ
ん
に
は
申
し

へ
り
と
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ず
つ
と

へ
と
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
）
じ
つ
く

〃

（
脇
せ
ず
に
い
か
に
早
く
処
置
を
行
う
か

》大変お世話になり、医院見学など
》編燗》Ｌ舵細町叩訓丘ⅧⅧ肌舸粥馴

へ
ま
た
、
大
阪
同
窓
会
の
先
生
方
に
は

』 〃 ■

（
訳
な
い
で
す
が
、
自
分
の
納
得
い
く
主

へ
あ
り
が
た
い
で
す
。

（
を
フ
ル
に
使
っ
て
（
オ
ー
バ
ー
す
る
亘

Ⅳ
：
卯
に
は
帰
宅
す
る
と
い
う
素
敵
な

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

配
当
患
者
も
少
な
い
５
，
６
月
は
暇

を
持
て
余
し
て
毎
日
の
よ
う
に
飲
み
会

を
し
、
ゴ
ル
フ
を
始
め
、
ジ
ム
に
通
う

と
い
う
、
ま
る
で
学
生
の
様
な
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
研
修
医
も
印
人
近

く
い
る
の
で
、
大
阪
大
学
出
身
の
友
達

も
増
え
、
新
し
い
環
境
を
存
分
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

週
一
回
の
医
局
会
で
は
症
例
検
討
会

や
英
語
論
文
を
読
ん
で
の
抄
読
会
が
行

わ
れ
、
わ
ず
か
に
感
じ
ら
れ
る
『
大
学
』

を
堪
能
し
て
お
り
ま
す
。

秋
以
降
よ
う
や
く
患
者
も
増
え
、
ア

シ
ス
ト
の
み
で
は
な
く
自
分
の
診
療
が

行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
｜

人
の
患
者
に
一
時
間
と
い
う
予
約
時
間

h82ﾉﾗ用で、旦I△βワ5でミニlﾆｸﾞﾌﾞTで､上』」 卍起き皿 ■、且ｂＵｆ 〕 Ｌﾛゴ 2グア石=､△ 夛石宝、＄ ＄ し ﾗ了定、丸１”つ而定、ハリ虫巫づT豆、、１Ｊズノプ了司 胚／うでで、ェUど'Ｚ 矼、二Ｏど’刀 ＫミニしＵ妃’了
巳▽■ 、LEJ ■ 巴 Ｌ■ｹﾞ E、。 、 ､

字■、 ”Ⅱ、 己 ､
臼
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研
修
医
生
活
を
振
り
返
っ
て

私
は
皿
期
の
森
下
真
衣
で
す
。
去
年

九
州
歯
科
大
学
を
卒
業
し
、
四
月
か
ら

大
阪
大
学
歯
学
部
附
属
病
院
口
腔
総
合

診
療
部
で
研
修
し
て
い
ま
す
。
阪
大
で

の
研
修
に
至
っ
た
経
緯
、
研
修
生
活
に

つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
は
奈
良
県
出
身
で
、
学
生
の
頃
よ

り
サ
マ
ー
懇
親
会
・
す
か
た
ん
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
剣

道
部
の
先
輩
で
あ
る
岡
田
先
生
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
関
西
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
先
生
方
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

な
ど
、
大
学
で
は
で
き
な
い
勉
強
が
出

来
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

来
年
度
は
大
学
院
に
進
学
し
、
歯
科

理
工
学
講
座
で
研
究
を
行
う
予
定
で
す
。

同
窓
会
の
先
生
方
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
擢
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

壼
井
莉
理
子
（
大
引
期
）

Ｌ －－凸＝

Ⅲ

〆 、
四
ｍ
酬
司
印
１
１
１
１
Ｊ
：

二》

Ｐ＝白a

蕊…
鴎
ｉ
…

霞

く
こ
と
で
、
卒
業
後
関
西
に
戻
っ
て
く

る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
少
し
ず
つ
明
確

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

口
腔
総
合
診
療
部
で
は
、
予
防
・
歯

周
・
保
存
・
補
綴
に
至
る
ま
で
一
つ
の

診
療
科
で
行
わ
れ
ま
す
。
担
当
医
制
で

あ
り
、
患
者
さ
ん
毎
に
指
導
医
が
異
な

る
の
で
、
指
導
医
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
・

手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
す
。
ま
た
口
腔
総
合
診
療
部

で
は
、
各
科
の
研
修
医
も
治
療
を
行
う

た
め
、
他
科
で
の
研
修
状
況
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

卒
業
後
関
西
に
戻
っ
て
き
た
後
も
、

北
摂
会
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

九
州
歯
科
大
学
の
つ
な
が
り
を
強
く
感

じ
と
て
も
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
温
か
く
迎
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

一
○

ず

〈
「
後
と
も
ご
指
導
．
ご
鞭
燵
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

森
下
真
衣
（
大
口
期
）

ＴＩ

>臺蕊
、し

1選;；
蕊ＡＩ：

露
沁蟄

璽
其
感
〆
Ｘ
（
…
沈
一
く
又

》
⑫
今
夏
だ
よ
州
／
②
Ｘ

－ｒ魯英曇〆Ｋ〆魯Ｘ霞 兇

》
『
近
北
鰭
よ
Ⅶ
。
』

編
集
彊
振
叩
返
っ
て

古
庄
列
（
大
７
期
）

》
昨
年
の
十
月
に
仕
事
を
辞
め
て
か
ら

》
患
者
に
煩
わ
さ
れ
ず
に
、
毎
日
余
生
を

》
過
ご
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
学
生
時
代

》に部活で卓球をしていたことから、
一
週
に
一
一
一
日
の
卓
球
ク
ラ
ブ
の
仲
間
入
り

）
し
て
、
卓
球
を
趣
味
に
し
て
興
じ
て
い

》
ま
す
。
今
、
毎
日
気
楽
に
過
し
て
い
る

一鮒帥…Ｍ鍬洲伽晒川棚蝋州撒山畑
》
い
て
、
何
か
書
い
て
ほ
し
い
と
の
原
稿

》
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
｜
時
期
編
集
に

一携わっていた関係だと思います。
》
「
近
北
だ
よ
り
」
は
、
昭
和
一
一
一
十
五
年

》
に
平
山
稔
連
合
会
長
の
進
一
一
一
一
口
に
よ
っ
て

》
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
堀
之
内

》
藤
彦
先
生
が
初
代
編
集
長
に
、
部
員
に

》
は
、
小
川
善
之
先
生
（
兵
庫
）
と
古
庄

》
が
補
佐
し
ま
し
て
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

一
発
行
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
た
時
の
感
激

》
は
又
格
別
で
し
た
。

一
毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
年
に
一

一
回
の
学
術
総
会
だ
け
で
は
と
、
そ
の
間

に
、
会
員
と
の
連
係
を
深
め
る
た
め
に

と
い
う
主
旨
の
も
と
に
、
会
報
を
発
刊

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
近
北
だ
よ
り
」
は
、
年
に
二
回
の

一
月
と
七
月
に
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

会
報
の
発
行
が
近
づ
き
ま
す
と
、
会
長

宅
に
、
毎
回
診
療
の
終
っ
た
後
に
集
ま

り
、
原
稿
の
依
頼
の
準
備
、
発
送
、
校

正
と
、
夜
遅
く
ま
で
掛
っ
て
終
電
車
に

問
に
合
う
の
が
や
っ
と
で
し
た
。
編
集

の
苦
労
も
、
時
折
り
雑
談
で
手
を
休
め
、

息
抜
き
を
し
な
が
ら
楽
し
く
編
集
し
た

も
の
で
す
。

毎
回
の
原
稿
依
頼
で
は
、
会
員
の
先

生
方
か
ら
心
よ
く
ご
投
稿
下
さ
り
、
原

稿
が
そ
ろ
っ
た
と
き
は
ホ
ッ
と
し
た
も

の
で
す
。
今
、
原
稿
を
書
き
な
が
ら
そ

の
頃
の
こ
と
を
、
懐
か
し
く
思
い
出
し

て
い
ま
す
。

堀
之
内
藤
彦
先
生
は
、
「
近
北
だ
よ

り
」
を
一
号
か
ら
発
行
さ
れ
る
度
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
窓
会
支
部
の

歴
史
を
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
時
に
、

先
生
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
近
北

だ
よ
り
」
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の

役
割
を
果
す
事
が
出
来
た
こ
と
は
、
そ

れ
な
り
の
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

広
報
担
当
理
事
を
務
め
た
と
き
、
部

員
に
小
川
善
之
先
生
、
岡
谷
親
男
先
生
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方
に
助
け
て
戴
き
ま
し
た
。
当
時
曲
が

り
な
り
に
も
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

発
行
の
た
び
に
原
稿
を
ご
投
稿
下
さ
っ

た
各
県
支
部
の
先
生
方
に
よ
る
も
の
と

心
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

広
報
担
当
理
事
を
長
崎
三
男
先
生
に

引
き
続
い
て
い
た
だ
い
た
時
、
正
直
肩

の
荷
が
お
り
た
よ
う
に
ホ
ッ
と
し
た
も

の
で
す
。

今
尚
、
担
当
理
事
に
よ
っ
て
益
々
、

充
実
し
た
「
近
北
だ
よ
り
」
が
続
刊
さ

れ
て
い
ま
す
こ
と
、
心
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。「
な
に
歯
だ
よ
り
」
の
編
集
長
と
各

部
員
の
責
任
感
と
努
力
は
な
み
な
み
な

ら
ぬ
も
の
と
、
お
察
し
い
た
し
ま
す
。

「
な
に
歯
だ
よ
り
」
が
、
各
担
当
理
事

の
ご
健
闘
と
更
な
る
発
展
と
益
々
の
ご

隆
昌
を
祈
念
し
つ
つ
棚
筆
い
た
し
ま
す
。

『
ア
ル
コ
Ｉ
几
伝
説
』

西
本
達
哉
（
大
出
期
）

私
が
大
阪
府
同
窓
会
に
入
会
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
、
は
や
別
年
ほ
ど
が

過
ぎ
ま
し
た
。
入
会
当
時
は
砿
か
中
村

義
金
先
生
が
会
長
を
さ
れ
て
た
と
記
憶

し
て
ま
す
が
、
そ
の
後
崎
田
道
臣
先
生
、

鳥
羽
英
紀
先
生
、
山
本
克
彦
先
生
、
そ

し
て
岡
谷
親
男
先
生
と
会
長
も
交
代
さ

れ
ま
し
た
。
同
窓
会
で
は
会
計
・
総
務

の
仕
事
を
長
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
優
秀
な
後
輩
の
先
生
に
引
き
継

い
で
、
現
在
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

の
み
担
当
し
て
い
ま
す
。
い
つ
の
間
に

か
後
輩
の
先
生
の
方
が
多
く
な
り
、
総

会
や
新
年
互
礼
会
に
出
て
こ
ら
れ
る
先

輩
の
先
生
が
少
な
く
な
っ
て
寂
し
い
思

い
が
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
時
の
流

れ
と
い
う
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
こ
こ
数
年
で
新
入
会
員
は
増
大
、

楽
し
い
事
業
も
増
え
て
、
会
務
の
運
営

も
極
め
て
活
発
に
さ
れ
て
お
り
嬉
し
い

限
り
で
す
。

さ
て
私
は
ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス

ト
で
は
何
度
検
査
を
し
て
も
〃
ア
ル
コ

ー
ル
を
飲
め
な
い
体
質
〃
と
結
果
が
出

て
い
る
の
に
、
つ
い
つ
い
楽
し
く
て
飲

ん
で
し
ま
い
い
く
つ
か
の
伝
説
を
作
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
１
．
天
王
寺
区
歯
科
医
師
会
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
に
て
、
韓
国
の
お

酒
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
○
」
を
初
め
て
飲
み

余
り
に
口
当
た
り
が
良
く
、
メ
イ
ン

の
焼
き
肉
を
食
べ
る
前
に
潰
れ
て
し

ま
い
、
隣
の
空
き
地
で
寝
て
し
ま
っ

た
。

そ
の
２
．
こ
れ
も
韓
国
の
お
酒
「
マ
ッ

コ
リ
」
を
飲
み
過
ぎ
て
、
自
転
車
か

ら
転
倒
、
気
が
付
け
ば
救
急
病
院
で

家
内
と
娘
が
心
配
そ
う
に
私
を
見
て

い
た
。
左
目
の
下
に
あ
ざ
が
で
き
て
、

し
ば
ら
く
は
公
式
の
場
に
出
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
３
．
大
阪
府
同
窓
会
豊
中
支
部
で
、

た
ぶ
ん
「
ワ
イ
ン
」
の
せ
い
と
思
わ

れ
る
が
、
二
次
会
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行

っ
て
途
中
気
分
が
悪
く
な
り
、
２
時

間
ほ
ど
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
ら

し
い
。
星
空
の
下
で
寝
て
い
て
目
が

覚
め
て
、
運
良
く
カ
ラ
オ
ケ
の
部
屋

に
戻
れ
た
。
と
こ
ろ
が
履
い
て
い
た

覚
め
て
、
運
良
く
カ
ラ

に
戻
れ
た
。
と
こ
ろ
が

靴
の
片
方

が
な
く
、

引痒鰊趣
し
で
帰
宅
多
必

し
た
。

騨自j国

～＝＝￣

慨一一》》一
二

、
．
“
｛
劃
鍾
魯
逗

器
議
薑
一
一
一
》
一
一

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
失
敗
談
は
あ
り
ま

す
が
、
韓
国
系
の
お
酒
と
ワ
イ
ン
は
遠

慮
し
、
な
る
べ
く
ビ
ー
ル
だ
け
に
し
て

チ
ャ
ン
ポ
ン
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。
た
だ
上
木
町
庄
助
の
「
ト
マ

ト
酎
ハ
イ
」
は
何
度
か
同
窓
の
先
生
と

二
次
会
で
飲
み
に
行
き
ま
し
た
が
、
口

当
た
り
よ
く
悪
酔
い
も
し
な
い
の
で
お

勧
め
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
お
酒
は
控
え

め
に
し
て
、
周
り
の
人
に
心
配
や
迷
惑

を
お
掛
け
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す

電
霧

（
い
い
歳
を
し
て

恥
ず
か
し
い
次
第

で
す
が
…
）
。

■
可
■
■

…邉蕊

蝦

頭■■盗

譲！

＝

夢 蕊

■
二
一

鑿

吟し、 '
「

毎
着雷

＝まま望
￣蔓一

員=崔

；

■

き“」
一

函■唇

(2014.2.9．小川先生講習会のあと
庄助にてトマト酎ハイを飲む）
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『
酒
は
、
ほ
ど
ほ
ど
に
』

榊
原
筆
（
大
四
期
）

勘
三
郎
、
た
か
じ
ん
、
淡
路
恵
子
の

共
通
点
は
？

酒
や
タ
バ
コ
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
食

道
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
人
達
で
す
。

喫
煙
に
よ
る
が
ん
発
生
の
リ
ス
ク
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
飲
酒
に
よ
る

が
ん
の
リ
ス
ク
を
知
る
人
が
少
な
い
こ

と
に
私
は
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

一
般
に
、
九
州
歯
科
大
学
出
身
の
先

生
は
、
酒
が
強
く
、
酒
飲
み
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
の
学
生
時
代
は
、
酒
づ
け
の
日
々

で
あ
り
ま
し
た
。
酒
に
弱
い
私
は
、
コ

ッ
プ
一
杯
の
ピ
１
ル
で
、
顔
が
真
っ
赤

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
々
の
鍛
錬

の
成
果
で
、
そ
の
う
ち
に
顔
は
赤
く
な

る
が
、
そ
こ
そ
こ
飲
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
「
飲
む

時
は
、
力
一
杯
飲
む
ぞ
」
と
心
に
決
め

四
十
年
、
ひ
た
す
ら
飲
み
続
け
て
い
ま

し
た
。

今
か
ら
十
年
前
に
父
が
食
道
が
ん
で

他
界
し
て
か
ら
も
「
酒
は
、
百
薬
の
長
」

と
言
っ
て
は
、
毎
日
毎
日
飲
み
続
け
て

い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
次
の
よ
う
な
記
事
に
強

い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

け
た
人
は
、
酒
に
強
い
人
の
数
十
倍
も

食
道
が
ん
に
な
り
や
す
い
。

人
類
は
本
来
、
酒
に
は
強
い
ら
し
い

の
で
す
が
、
東
ア
ジ
ア
人
（
日
本
、
中

国
、
韓
国
）
は
、
遺
伝
子
の
変
異
に
よ

り
、
酒
が
弱
い
人
が
多
い
ら
し
い
の
で

す
。
約
四
割
の
人
が
酒
で
顔
が
赤
く
な

り
、
こ
れ
は
白
人
、
や
黒
人
に
は
見
ら
れ

な
く
て
東
洋
人
だ
け
に
見
ら
れ
る
の
で

「
ア
ジ
ア
ン
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。

食
道
が
ん
を
招
く
原
因
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
の
が
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
で

す
。
こ
れ
は
発
が
ん
物
質
で
す
。
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
血
管
を
通
っ
て
全

身
に
運
ば
れ
ま
す
が
、
酵
素
の
働
き
に

よ
っ
て
細
胞
は
守
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

食
道
は
こ
の
酵
素
の
働
き
が
弱
い
た
め
、

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
攻
撃
を
受
け
や

す
い
の
で
す
。
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は

顔
の
毛
細
血
管
を
拡
げ
る
働
き
が
あ
る

た
め
、
顔
が
赤
く
な
る
人
は
、
遺
伝
的

に
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
分
解
が
苦
手

酒
を
飲
ん
で

顔
が
赤
く
な
る

（
顔
面
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
）
な
ど

酒
が
弱
い
体
質

な
の
に
習
慣
的

に
酒
を
飲
み
続

F、。

な
人
な
の
で
す
。

こ
の
記
事
を
読
ん
で
、
毎
日
の
飲
酒

を
や
め
ま
し
た
。
家
で
は
、
ほ
と
ん
ど

禁
酒
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
月
一
回

程
度
、
宴
会
な
ど
で
は
二
合
ま
で
酒
を

飲
ん
で
も
よ
い
と
決
め
ま
し
た
。
最
近

で
は
不
思
議
な
こ
と
に
、
二
合
以
卜
飲

む
と
決
ま
っ
て
気
分
が
悪
く
な
り
ま
す
。

私
の
場
合
、
酒
と
女
は
二
合
ま
で
に
し

た
方
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

特
に
気
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
事
を

書
き
ま
す
。

食
道
は
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
様
に
薄
い
、

か
よ
わ
い
器
官
で
す
。
ど
う
か
あ
な
た

の
食
道
を
大
切
に
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

酒
、
タ
バ
コ
以
外
に
も
熱
い
食
物
、
辛

い
食
物
に
も
注
意
し
て
下
さ
い
。
野
菜

や
果
物
が
食
道
が
ん
の
リ
ス
ク
を
下
げ

る
と
一
一
一
［
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
し
っ
か

り
と
食
べ
て
下
さ
い
。

完
全
な
禁
酒
を
し
な
く
て
も
、
赤
く

な
る
人
が
飲
酒
量
を
減
ら
し
て
一
合
ぐ

ら
い
に
控
え
る
だ
け
で
、
日
本
人
の
食

道
が
ん
が
半
減
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
昔
か
ら
言
わ
れ

る
よ
う
に
『
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、
お

酒
は
た
し
な
む
程
度
に
』
と
い
う
の
が

正
解
の
よ
う
で
す
ね
。
そ
し
て
、
飲
ん

で
真
っ
赤
に
な
る
人
に
酒
を
勧
め
る
こ

と
も
慎
ん
だ
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
居
合
道
』長
崎
一
一
一
男
（
大
氾
期
）

「
武
士
道
と
い
ふ
は
死
ぬ
こ
と
と
見

つ
け
た
り
」
佐
賀
藩
士
、
山
本
常
朝
の

「
葉
隠
」
に
あ
る
あ
ま
り
に
有
名
な
一

節
で
あ
る
。
弱
歳
で
居
合
道
を
始
め
た

時
、
．
ど
う
し
て
居
合
な
の
か
と
質
問
を

受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
武
士
道
に

あ
こ
が
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
中
学
時

に
剣
道
部
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
、
そ

し
て
湊
垂
れ
小
僧
の
こ
ろ
熱
中
し
た
チ

ャ
ン
バ
ラ
が
原
点
で
あ
っ
た
と
思
う
。

自
宅
近
く
の
住
吉
大
社
武
道
館
が
教
室

で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
。
飽
き
性

の
怠
け
癖
を
防
い
で
く
れ
る
。

居
合
道
は
居
合
腰
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
腰
が
要
で
あ
る
。
習
い
始

め
の
こ
ろ
、
正
座
か
ら
脆
座
を
経
て
刀

を
持
っ
て
立
ち
上
が
る
だ
け
で
体
が
ふ

ら
つ
い
た
。
い
か
に
自
分
が
腰
の
裾
わ

っ
て
い
な
い
男
で
あ
る
の
か
痛
感
し
た

次
第
で
あ
る
。

教
室
に
通
っ
て
４
年
が
経
ち
、
弐
段

を
拝
受
し
て
よ
う
や
く
腰
が
据
わ
っ
て

き
た
よ
う
に
思
う
。
「
葉
隠
」
の
後
段

に
は
「
常
住
死
身
に
な
り
て
居
る
時
は
、

武
道
に
自
由
を
得
、
｜
生
落
度
な
く
、

家
職
を
仕
果
す
」
と
あ
る
。
未
練
を
断

っ
て
覚
悟
を
決
め
た
時
、
自
由
の
境
地



九歯大阪広報 第１０号(9)2014年３月２８日発行

に
達
し
、
何
も
恐
れ
ず
職
務
を
全
う
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
心
で
刀

を
振
る
い
、
呼
吸
が
整
っ
て
く
る
と
姿

勢
も
安
定
す
る
。
仕
事
も
か
く
あ
り
た

し
。
い
よ
い
よ
わ
が
人
生
も
晩
節
に
至

り
、
腰
を
据
え
て
正
道
を
全
う
し
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

『
こ
れ
は
趣
轤
っ
・
』

下
村
均
（
大
型
期
）

私
が
妬
年
前
に
入
っ
て
い
た
少
年
サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
お
手
伝
い
を
始
め
て

皿
年
経
ち
ま
し
た
。
１
年
囲
週
の
ほ
と

ん
ど
の
十
曜
日
午
後
４
時
間
と
木
曜
日

の
夜
間
１
時
間
余
り
を
コ
ー
チ
と
し
て

暑
さ
寒
さ
の
な
か
グ
ラ
ン
ド
に
出
て
い

ま
す
。
我
々
の
時
代
に
比
べ
今
の
子
ど

も
の
サ
ッ
カ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
レ
ベ
ル
は

。
『
：
》
傘
。
＋
学
十
十
十
十
十
十

■苧－－－

鷺

刑
珂
嘘
，
ｒ
Ｐ

、＝

:!～吉：
頤－－｡ｐ療

纂鴬

驫鑿

露瓢

iさ

：

覇
狙
均

壜豊

JZjlPiiliiiiijれるン初まに復練い面たりがてまき
ば孑スかすしを習基白め将、いすて
苫ものら・て大の本くに来やま。、
労いあセ最い切反のなとのはす今同

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
が
、
こ
の
あ
た
り
を

指
導
し
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ
い
で
す

ね
。
サ
ッ
カ
ー
経
験
の
少
な
い
私
で
も

学
生
時
代
の
ラ
グ
ビ
ー
経
験
が
生
き
て

き
て
、
同
じ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
だ
と
感
じ

ま
す
。
今
は
２
年
生
調
人
を
一
人
で
見

霧島一。

格
段
の
進
歩
が
あ
り
、
勝
負
で

き
る
の
は
４
年
生
が
限
度
で
６

年
生
で
は
軽
く
ひ
ね
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

６
年
生
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、

試
合
に
生
き
る
よ
う
練
習
内
容

に
い
ろ
ん
な
プ
レ
ー
を
落
と
し

込
ん
で
い
く
の
で
す
が
中
々
こ

れ
が
難
し
い
。
プ
レ
ー
ば
か
り

で
も
説
明
ば
か
り
で
も
理
解
が

Ｆ
１
（
し

し
そ
う
な
子
も
い
ま
す
。
少
し
慣
れ
た

頃
に
な
る
と
、
｜
生
懸
命
練
習
し
て
い

る
と
思
え
ば
突
然
後
方
の
目
の
届
か
な

い
と
こ
ろ
で
泣
き
声
が
、
あ
っ
ち
で
は

砂
の
か
け
合
い
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

ほ
ぼ
一
年
た
つ
と
な
ん
と
か
ド
リ
ブ
ル

も
う
ま
く
な
り
恰
好
は
つ
く
よ
う
に
な

っ
て
進
級
し
て
行
き
ま
す
。
こ
ん
な
風

に
一
年
が
過
ぎ
、
ま
た
新
し
い
や
ん
ち

ゃ
な
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。

楽
し
み
は
、
卒
業
し
て
い
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
将
来
で
す
。
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
や

関
西
有
名
大
学
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
は
る

も
の
も
い
ま
す
し
他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
頑

張
る
子
も
い
ま
す
。
Ｕ
ｌ
Ⅳ
の
ｎ
本
代

表
も
い
ま
し
た
。
い
つ
か
の
陵
宮
口
両
ど

因
■
ご
国
の
メ
ン
バ
ー
が
誕
生
す
る
こ
と

を
夢
に
見
て
も
う
し
ば
ら
く
続
け
る
つ

も
り
で
い
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
趣
味
（
？
）
の
あ
る
先

生
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
、
語
り
合
え

た
ら
楽
し
い
で
す
ね
。

「
祖
母
が

潰
し
て
く
れ
遁
壱
の
』

吉
田
佳
緒
里
（
大
師
期
）

私
事
で
す
が
、
先
日
祖
母
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
幼
い
頃
に
は
よ
く
遊
ん
で

十
十
十
十
十
・
画
：
『
：
『
：
輻
：
》
十

も
ら
い
、
色
々
な
事
を
教
え
て
く
れ
る

大
好
き
な
人
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
、

物
心
つ
い
た
時
か
ら
尊
敬
し
続
け
た
偉

大
な
人
で
し
た
。
悲
し
み
は
一
一
一
一
戸
葉
で
言

い
表
せ
な
い
程
の
深
さ
で
簡
単
に
癒
え

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
中
で

少
し
ず
つ
消
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
過
程
と
し
て
こ
の
場
を
使
わ
せ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

祖
母
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
茶
道
・
華

道
・
書
道
を
何
十
年
も
続
け
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
そ
れ
ら
を
．
や
め
て
、
六
十

を
越
え
て
か
ら
英
語
に
目
覚
め
ま
し
た
。

祖
母
の
時
代
に
は
も
ち
ろ
ん
英
語
の
教

育
な
ど
な
く
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
勉

強
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い
ま
し
た
。

誰
も
が
驚
く
ほ
ど
の
努
力
家
で
、
生
活

の
中
心
を
英
語
に
お
い
て
い
ま
し
た
。

英
会
話
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
自
宅
で

も
英
語
の
ニ
ュ
ー
ス
を
み
た
り
ラ
ジ
オ

を
聞
い
た
り
本
当
に
一
日
中
英
語
と
関

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
｜
緒
に
海
外
旅
行

に
行
っ
た
時
に
は
、
外
国
人
を
見
つ
け

て
は
自
分
か
ら
話
し
か
け
英
語
力
を
試

す
よ
う
に
会
話
し
、
と
て
も
楽
し
そ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
単
語
や
言

い
回
し
を
学
ぶ
と
嬉
し
そ
う
に
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
私
の
記
憶
の
中
で
は
祖

母
は
常
に
家
族
で
い
ち
ば
ん
英
語
を
話
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せ
る
人
で
し
た
が
、
そ
れ
は
と
て
つ
も

な
い
努
力
の
結
果
で
し
た
。

今
年
の
お
正
月
に
会
い
に
行
っ
た
時
、

祖
母
の
姿
は
明
ら
か
に
去
年
ま
で
と
は

違
い
弱
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
認

め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し
た
。
反
応

も
薄
く
、
気
力
と
体
力
が
途
絶
え
か
け

て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し

「
ま
だ
英
語
聞
い
て
い
る
の
？
」
と
い

う
問
い
に
対
し
て
だ
け
は
表
情
を
急
に

変
え
て
「
う
ん
、
聞
い
て
い
る
よ
」
と

し
っ
か
り
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
結
局

そ
れ
か
ら
二
十
日
後
く
ら
い
に
亡
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
本
当
に
最

後
ま
で
学
ぶ
気
持
ち
は
持
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
棺
に
一
緒
に
お
さ
め
ら
れ
た

英
語
の
辞
書
は
使
い
古
さ
れ
て
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ラ
ジ
オ
英
語
の
テ
キ
ス
ト
は
最
新
号
の

も
の
で
し
た
。
自
分
の
寿
命
を
悟
る
よ

う
に
自
分
で
遺
影
の
写
真
を
用
意
し
な

が
ら
、
そ
れ
で
も
勉
強
し
続
け
て
い
た

そ
の
気
持
ち
は
ど
こ
か
ら
く
る
も
の
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
と
な
っ
て
は
直

接
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

は
も
う
今
ま
で
の
祖
母
を
見
て
い
れ
ば

十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
教
わ
っ
て
い
た
こ
と

の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

書
道
を
は
じ
め
た
の
は
「
掛
軸
の
字

を
読
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
、
英
語

を
は
じ
め
た
の
は
一
海
外
に
行
っ
た
時

に
現
地
の
人
と
直
接
話
し
た
い
」
、
そ

ん
な
些
細
な
き
っ
か
け
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
誰
も
が
日
常
生
活
を
送
っ

て
い
れ
ば
持
つ
こ
と
が
あ
る
、
そ
ん
な

小
さ
な
動
機
を
実
際
に
行
動
に
う
つ
し
、

そ
れ
に
対
す
る
努
力
を
怠
ら
ず
継
続
す

る
と
い
う
姿
勢
は
、
祖
母
が
私
に
遺
し

た
一
番
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た

と
い
ま
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
に
も
祖
母
の
血
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
人
生
で
出
会
う
様
々
な

こ
と
に
．
向
き
合
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
本
当
に
三
十

年
間
あ
り
が
と
う
。

‐￣＜＝￣￣￣￣￣￣￣－－￣＜￣＜￣￣‐￣￣－つ－つ￣￣ご=こむ￣＞こつ￣￣邑已＝＜￣こ□垂＜つく￣＝…＜￣<己。>亡＝ ￣で=毎シニー＜－－－－－で=帝らニマーむく-Ｆご＝￣一声ひく‐玩＞こ￣＝￣＝￣－－＜窟＝ころ＝

①
西
南
女
学
院
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー

②
二
○
○
六
年
四
月

社
会
医
療
法
人
雪
の

聖
母
会
聖
マ
リ
ア
病

院
（
久
留
米
）
に
て
研

修
医

二
○
○
七
年
四
月

九
州
大
学
歯
科
麻
酔

科
入
局

逗
黛

へ
、
介
《
）

｛
『
綴
〉

、
）
、
》
』
、
）

一
／
の
／
）

、、』『貝〈、
（
／
△
薮
ノ

ー
〉
入
へ
一

お
か
だ
や
え

岡
田
八
栄
（
旧
姓
仲
西
）

（
大
別
期
）

平
成
二
十
五
年

度
は
、
十
三
人
の

先
生
の
御
入
会
が

あ
り
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
、
四
名
の

方
よ
り
自
己
紹
介

の
ご
投
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
方
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。新入会員の自己紹介

ふりが左

氏 名

出身高校
大学時の所属クラブ ①

二
○
○
八
年
四
月

九
州
大
学
大
学
雪
院
入
学

二
○
｜
二
年
一
一
一
月

九
州
大
学
大
学
院
博
士
課
程
（
甲
）

卒
業

結
婚
を
機
に
大
阪
に
引
っ
越
し
、
非

常
勤
で
歯
科
医
院
に
て
勤
務
中
で
す
。

③
家
庭
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
常
に
歯

科
医
師
と
し
て
向
上
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

④
お
酒
と
旅
行

大
学
に
入
学
し
て
、
お
酒
が
大
好
き

に
な
っ
て
し
ま
い
、
現
在
、
キ
ッ
チ

ン
ド
ラ
ン
カ
ー
ま
つ
し
ぐ
ら
で
す
。

色
ん
な
国
を
旅
行
し
て
、
そ
の
土
地

の
お
酒
を
飲
み
歩
く
の
が
大
好
き
で

す
。

⑤
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
燵
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

卒業後の経歴

現況報告 ②

③将来の夢

④趣 味

の
等

へ〈
云
醇
需

窓同
要

⑤

ふりがな

氏名

出身高校
大学時の所属クラブ ①

卒業後の経歴

現況報告 ②

将来の夢 ③

趣味 ④

同窓会への

要鶚等 ⑤
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い
で
さ
ゆ
り

弁
出
小
百
〈
ロ
（
大
帥
期
）

①
愛
媛
県
立
今
治
西
高
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

②
九
州
歯
科
大
学
附
属
病
院
小
児
歯
科

で
研
修
後
、
現
在
大
阪
市
城
東
区
の

玉
井
歯
科
医
院
に
て
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。

③
十
分
な
経
験
を
積
み
、
開
業
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

④
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

⑤
出
身
は
関
西
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

二
○
｜
三
年
四
月
か
ら
大
阪
で
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

お
と
の
ゆ
う
へ
い

乙
野
雄
平
（
大
帥
期
）

①
兵
庫
県
立
兵
庫
高
等
学
校

所
属
ク
ラ
ブ
な
し

②
一
年
間
浪
人
後
、
国
家
試
験
合
格
。

現
在
、
大
阪
歯
科
大
学
附
属
病
院
保

存
修
復
科
に
て
研
修
中
。

③
患
者
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
治
療
を
追
求

し
続
け
た
い
で
す
。

④
体
を
動
か
す
事
。
料
理
。

⑤
た
く
さ
ん
の
先
生
方
と
知
り
合
い
に

な
り
、
大
阪
で
の
つ
な
が
り
を
広
げ

て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

`葛|了置i;§}了`鴛了 台譜f,

①
清
風
高
校

自
動
車
部

②
大
阪
歯
科
大
学
に
て
研
修

と
い
ぐ
ち
歯
科
勤
務

（
院
長
調
期
渡
井
口
先
生
）

③
開
業

④
ド
ラ
イ
ブ

⑤
就
職
、
転
職
の
橋
渡
し

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
五
日
、
Ｒ

Ｆ
大
阪
支
店
に
お
い
て
、
柿
木
保
明
先

生
（
九
州
歯
科
大
学
生
体
機
能
学
講

座
老
年
障
害
者
歯
科
学
分
野
教
授
、

九
州
歯
科
大
学
副
学
長
）
を
お
招
き
し
、

「
臨
床
か
ら
取
り
組
む
口
腔
ケ
ア
と
接

触
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い

う
撞
題
で
ワ
ン
コ
イ
ン
講
習
会
が
開
催

色
籏

）
ワ
ン
コ
イ
ン
講
習
会
（

⑰
露

ま
さ
き
な
る
ひ
さ

正
木
成
久
（
大
加
期
）

5悪?(鐙１?鶉&？

瓦

s憲髭慧了 鰯:Rｆ

そ
の
た
め
に
必
要
な
口
腔
ケ
ア
の
手
技
、

口
腔
内
を
診
察
す
る
際
の
注
意
点
、
ま

た
、
口
腔
ケ
ア
時
に
使
用
す
る
保
湿
剤

の
選
択
方
法
や
、
口
腔
ケ
ア
や
口
腔
リ

ハ
ビ
リ
に
効
果
的
な
漢
方
製
剤
に
つ
い

て
、
先
生
の
症
例
を
提
示
さ
れ
詳
細
に

か
つ
大
変
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
増
々
高
齢
者
の
患
者
さ
ん

を
診
察
し
て
い
く
機
会
が
増
え
る
私
共

に
と
り
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
は
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
台
湾
か
ら
帰
国
さ
れ
た
ば
か

り
で
大
変
お
忙
し
い
中
、
柿
木
先
生
も

参
加
さ
れ
、
先
生
方
か
ら
の
色
々
な
質

問
に
対
し
懇
切
丁
寧
に
お
答
え
頂
き
ま

し
た
。

今
後
も
ワ
ン
コ
イ
ン
講
習
会
は
企
画

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
先
生
方

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

東
江
正
裕
（
大
弘
期
）

癖
認灰 露

‐臘刈対抓鑪籔鐇》

轤
鑿

讓薑

'鱈

籔
騨
鑿
霧
議
鱸
齪
露
１

宗
■
Ｈ
０
口
４
后
配
幻
凸

； ＄
鷲： 蕊

蜜
》

藁

鰯
一二 愚

息

巴二二

L差
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〈
推
薦
映
画
〉

「
氷
｝
起
の
Ｏ
」

死
刑
囚
、
永
山
則
夫
を
精
神
鑑
定
し

た
精
神
科
医
と
の
一
○
○
時
間
に
及
ぶ

会
話
を
基
に
し
た
著
作
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ス
ペ
シ
ャ
ル
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
◎

〈
推
薦
図
二
ｓ

「
永
山
則
夫

封
印
さ
れ
た
鑑
定
記
録
」

堀
川
恵
子
箸

－－－－－－－－ －－－－－－－－

」
Ｌ
Ｌ
Ｌ

〃
少
〃
〃調勧団仇岡
谷
親
男
（
大
刀
期
）

;ＤＶＤ等

■

》鰡聿』

』

－－－
先
日
来
、
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
頂
い
て
い
る

〃
玉
岡
か
お
る
さ
ん
講
演
会
お
誘
い

文
〃
で
御
一
読
お
願
い
し
ま
し
た
『
お

家
さ
ん
』
は
既
に
読
ん
で
頂
け
た
頃
か

と
思
い
ま
す
（
笑
）

そ
し
て
、
も
う
少
し
玉
岡
ワ
ー
ル
ド

に
浸
り
た
く
な
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
皆
様

に
、
今
少
し
著
作
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。ま
ず
は
、
一
．
お
家
さ
ん
』
と
共
に
、

明
治
３
部
作
と
一
一
一
戸
わ
れ
て
い
る
『
天
涯

の
船
』
『
銀
の
道
一
条
」
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
続
く
『
負
け
ん
と
き
Ｉ
ヴ
ォ
ー

リ
ー
ズ
満
喜
子
の
種
ま
く
日
々
」
で
す
。

共
通
点
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
、

時
代
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、

時
に
耐
え
、
時
に
挑
み
な
が
ら
、
歩
き

続
け
た
女
性
達
の
物
語
で
あ
る
事
。
彼

女
達
の
後
ろ
姿
を
追
い
つ
つ
、
自
分
も

も
う
ひ
と
頑
張
り
し
て
み
よ
う
か
Ｉ
と

い
う
気
に
な
れ
ま
す
。
男
性
の
先
生
方

（
零

繩
玉
岡
か
お
る
さ
ん
著
作
の
あ
れ
っ
』
れ
｝
齪

覗｝
（■

蝋
一
～
Ｆ
Ｏ
目
迦
日
｛
士
）
、
講
濃
会
に
向
け
て
～
蝿

劉
繍
鴎
鰯
溺
鑑
苧
錫
読
縫
翁
織
…
鑑
み
・
蟻
雫
織
科
籍
刈
蕊
剰
轍
習
麟
，
戦
う
鍬
９
識
攪
織
愈
篭

暴
鋳
議
勢
馨
鈴
醗
溌
勢
馨
静
馨
鶴
鵠
静
謡
野
鶴

■

も
、
〃
賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
〃
と
申

し
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
書
き
込
ま
れ

て
い
る
時
代
背
景
か
ら
見
え
て
く
る
事

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
末
に
、
実
在
の
画
家
を
モ

デ
ル
と
し
た
『
ひ
こ
ば
え
に
咲
く
』

玉
岡
さ
ん
の
地
元
一
一
一
木
に
伝
わ
る
悲
惨

な
籠
城
戦
を
題
材
と
し
た
『
虹
、
つ
ど

う
べ
し
』
が
、
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、

新
境
地
を
開
か
れ
て
い
ま
す
。

全
く
違
っ
た
小
説
な
が
ら
、
共
に
恋

愛
小
説
の
一
両
を
持
ち
、
前
者
は
「
人

は
、
い
つ
で
も
生
き
直
せ
る
」
、
後
者

は
「
命
を
つ
な
ぐ
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で

し
ょ
う
か
。

ど
ち
ら
も
、
人
間
味
溢
れ
る
登
場
人

物
が
と
て
も
丁
寧
に
描
か
れ
て
お
り
、

ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
力
作
で
、

胸
に
沁
み
る
作
品
で
す
。
今
年
話
題
の

〃
黒
田
官
兵
衛
〃
も
魅
力
的
な
重
要

人
物
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

追
記
上
記
の
本
、
並
び
に
１
月
末
発

刊
の
初
エ
ッ
セ
ー
『
ホ
ッ
プ

ス
テ
ッ
プ
ホ
ー
ム
ー
」
等
々

の
玉
岡
か
お
る
さ
ん
の
著
作
を
、

当
日
講
演
会
場
に
耕
文
堂
書
店

さ
ん
が
準
備
く
だ
さ
い
ま
す
。

事
前
に
読
み
き
れ
な
か
っ
た
作

品
は
、
当
日
ぜ
ひ
お
買
求
め
頂
き
、

サ
イ
ン
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講
演
会
、
３
倍
楽
し
ん
で
頂
け

る
と
思
い
ま
す
！

上
記
著
作
の
数
々
、
も
ち
ろ
ん
と
て

も
素
晴
し
い
で
す
が
、
玉
岡
か
お
る
さ

ん
ご
本
人
が
本
当
に
素
敵
で
す
。
当
日

は
サ
イ
ン
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
講
演
会
へ
の
ご
参
加
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
！

遠
藤
佳
代
（
大
兜
期
）
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（
平
成
妬
年
２
月
四
日
）

晴
天
と
は
い
え
寒
風
吹
き
荒
れ
、
本

音
を
一
一
一
一
口
え
ば
お
家
の
炬
燵
で
み
か
ん
を

食
べ
て
い
た
い
日
に
な
ぜ
家
族
会
を
決

行
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
か
？

ｌ
、
大
阪
城
の
梅
林
の
見
ご
ろ
で
あ
る
。

２
、
屋
形
船
が
冬
季
料
金
で
格
安
で
あ

る
。

幹
事
の
私
は
我
な
が
ら
―
す
ば
ら
し

い
企
画
だ
！
」
と
自
画
自
替
〈
し
て
い
ま

し
た
。

朝
十
時
に
大
阪
城
公
園
で
集
合
し
た

参
加
者
は
あ
ま
り

の
寒
風
の
激
し
さ

に
「
驚
き
の
声
一

が
あ
ち
こ
ち
か
ら

上
が
り
ま
し
た
。

大
阪
鰄
臆
園
繊
賞
＆

屋
形
船
ツ
ア
ー

薑蘂撫

､ｶﾞｸﾞ鶏

な
か
で
も
「
榊
原
先
堆
の
八
○
歳
を
越

え
た
お
母
様
に
こ
の
一
日
の
行
程
は
大

丈
夫
な
の
か
？
｜
と
少
し
心
配
に
な
り

ま
し
た
。
大
阪
城
公
園
駅
か
ら
梅
園
を

観
賞
し
て
天
守
閣
を
め
ぐ
っ
て
天
満
橋

に
至
り
屋
形
船
で
お
鍋
を
戴
く
、
約
石

キ
ロ
の
道
の
り
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
毎
日
歩

い
て
る
か
ら
大
丈
夫
や
で
！
」
事
前
に

榊
原
先
生
に
太
鼓
判
を
貰
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ほ
ん
と
に
大
丈
夫
で
し
た
！
屋

形
船
で
は
お
酒
も
嗜
ま
れ
と
て
も
お
元

気
で
し
た
。

当
日
は
大
阪
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
方
を
二
人
お
願
い
し
ま
し
た
。
大

阪
城
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
丁
寧
に
説
明

し
て
い
た
だ
き
興
味
深
く
感
じ
た
こ
と

に
「
今
の
お
城
は
昭
和
三
年
に
市
民
か

Ｏ
Ｂ
，
Ｏ
Ｇ
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
九
州
歯
科
大
学
歯
学
部
五
年
、

サ
ッ
カ
ー
部
の
村
上
勝
俊
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
倉
で
は
関
西
出
身
の
一
年
生
が
毎

年
二
○
人
以
上
入
学
し
て
く
る
中
、
毎

回
七
○
人
前
後
の
関
西
出
身
の
学
生
あ

る
い
は
先
生
方
を
集
め
ま
し
て
、
毎
年

二
回
、
盛
大
に
関
西
人
会
を
開
催
し
て

ら
の
一
五
○
万
円
の
募
金
の
う
ち
五
○

万
円
で
建
て
ら
れ
、
残
り
の
一
○
○
万

円
で
隣
に
陸
軍
第
四
師
団
司
令
部
庁
舎

を
建
て
た
。
」
つ
ま
り
市
民
の
浄
財
で

軍
事
施
設
を
作
っ
た
と
の
こ
と
。

残
念
だ
っ
た
の
は
、
寒
さ
が
厳
し
か

っ
た
の
で
梅
の
開
花
が
遅
れ
三
部
咲
き

で
あ
り
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。

天
満
橋
の
熊
野
街
道
の
起
点
で
あ
る

八
軒
屋
浜
か
ら
屋
形
船
に
乗
っ
て
宴
会

を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
お
し
ゃ
べ
り
で

と
て
も
盛
り
上
が
り
、
ア
ッ
ト
一
一
一
口
う
間

に
二
時
間
が
過
ぎ
外
の
景
色
を
観
る
暇

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
文
責
大
胡
期
岡
田
克
也
）

ザ
マ
１
懇
繍
裳

い
ま
す
。
違
う
部
活
の
学
生
同
士
が
交

流
を
持
て
る
場
で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

バ
ス
ケ
部
と
い
っ
た
部
活
を
中
心
に
新

一
年
生
の
歓
迎
や
、
六
年
生
の
国
家
試

験
の
応
援
、
卒
業
の
お
祝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
州
歯

科
大
学
で
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生

方
の
お
話
を
聞
き
、
ど
の
よ
う
に
学
生

生
活
を
過
ご
せ
ば
良
い
か
、
卒
業
後
の

九
州
歯
科
大
学
で
の
研
修
や
大
学
院
に

つ
い
て
な
ど
様
々
な
貴
重
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
自

分
自
身
の
こ
と
で
は
初
め
て
七
○
人
を

超
え
る
会
の
幹
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

微
力
な
が
ら
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
本

当
に
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
現
在
も
後
輩
が
先
輩
方
の
意

思
を
引
継
ぎ
、
関
西
人
会
を
開
催
し
て

曇7

F篭
■

■
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動
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く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
毎
回
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

｜
方
で
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
サ
マ
ー
懇
親
会
に
は
三
年
、
四
年
の

時
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
す
る
キ
ッ
カ
ケ
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
先
生
の
お
誘

い
が
あ
り
興
味
を
持
ち
、
更
に
は
学
生

無
料
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。
サ
マ
１

懇
親
会
で
は
ク
イ
ズ
大
会
等
、
学
生
が

蕾
楽
し
め
る
企
画
を
多
々
用
意
し
て
い
た

だ
き
、
ま
た
関
西
の
先
生
な
ら
で
は
の

お
笑
い
有
り
の
学
生
時
代
の
話
や
、
歯

科
医
師
に
な
っ
て
か
ら
の
遊
び
と
い
っ

た
部
分
で
は
、
学
生
の
立
場
か
ら
し
て

笑
っ
て
い
い
も
の
か
と
思
う
ぐ
ら
い
き

わ
ど
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
関
西
の
歯
科
医
師
の
現
状
か
ら

考
え
う
る
、
現
在
の
学
生
の
将
来
性
や

学
生
の
う
ち
に
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
と
い
っ
た
、
小
倉
で
は
聞

く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
関
西
で
の
実

情
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
卒
業
後
の
研
修
の
医
院
や
実
際

の
就
職
先
と
し
て
の
医
院
を
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
り
も
し
ま
し
た
。
卒
業
後

は
で
き
れ
ば
大
阪
で
働
き
た
い
と
考
え

て
い
る
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
あ
り
が

た
い
話
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

大
阪
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー

部
Ｏ
Ｂ
の
方
と
お
酒
を
交
わ
せ
る
場
で

も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
回
数
が
二
回
と

ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
ぐ
ら
い
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
サ

（
平
成
距
年
担
月
１
日
）

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
合
同
ゴ
ル
フ
ニ

ン
ペ
は
、
今
回
大
阪
府
担
当
で
北
神
戸

ゴ
ル
フ
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
朝
方
こ
そ
寒
風
が
肌
を
刺
し
ま
し

た
が
、
晴
天
の
お
か
げ
で
絶
好
の
ゴ
ル

フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
ハ
ン

デ
ィ
を
参
考
に
し
て
総
勢
十
四
名
が
優

勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
争
い
ま
し
た
。

私
が
今
回
担
当
幹
事
で
準
備
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
は
と
て
も

楽
に
な
っ
て
い
て
、
コ
ン
ペ
の
景
品
は

予
算
と
希
望
を
伝
え
て
お
く
と
ゴ
ル
フ

場
の
担
当
者
が
品
揃
え
を
し
コ
ン
ペ
ル

ー
ム
に
並
べ
て
く
れ
て
楽
チ
ン
で
し
た
。

私
は
鳥
羽
前
近
畿
北
陸
同
窓
会
会
長
、

壷
坂
近
畿
北
陸
同
窓
会
会
長
と
会
長
の

”
奥
様
と
四
人
で
の
プ
レ
ー
で
し
た
。
壷

坂
会
長
夫
妻
は
と
て
も
仲
睦
ま
じ
く
、

と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

大
鵬
、
巨
庫
厨
窓
会

這
同
。
几
フ
コ
フ
ペ

マ
ー
懇
親
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
先
生
方

の
面
白
い
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

馬
券
は
連
勝
複
式
で
二
口
以
上
の
購

入
が
必
要
な
の
で
す
が
、
鳥
羽
前
近
北

会
長
は
十
口
も
買
わ
れ
「
な
ん
と
も
っ

た
い
な
い
」
思
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と

こ
の
中
に
的
中
馬
券
が
出
ま
し
た
。
砂

野
先
生
が
も
う
ひ
と
つ
の
当
た
り
馬
券

を
ゲ
ッ
ト
し
て
山
分
け
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
近
畿
北
陸
役
員
会
で
コ
ン
ペ

の
報
告
を
し
た
と
こ
ろ
、
他
府
県
の
先

生
か
ら
参
加
を
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
の
親
睦
は
宴
会
で
の

も
の
と
は
一
味
違
う
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
一
日
ラ
ウ
ン
ド
す
る
だ
け
で
初

対
面
で
も
と
て
も
親
し
く
な
れ
ま
す
。

腕
前
は
関
係
な
く
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
文
責
岡
田
克
也
大
胡
期
）

腕
前
は
奥
様

が
ハ
ン
デ
ィ

ー
皿
で
一
番

お
上
手
で
し

た
。優
勝
は
岡

谷
大
阪
府
同

窓
会
会
長
で

優
勝
ト
ロ
フ

ィ
１
と
神
戸

牛
す
き
焼
き

肉
を
獲
得
さ

れ
ま
し
た
。

瓜
『
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名
に
な
っ
た
酒
、
｜
「
る
み
こ
の
榧
』

こ
の
酒
が
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
有
名

に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
開
栓
と
と
も

に
、
と
て
つ
も
な
い
爆
発
が
起
き
る
…

ら
し
い
。

映
像
を
見
る
限
り
ピ
ン
を
開
け
る
と

同
時
に
三
分
の
二
ほ
ど
の
酒
が
天
井
に

届
く
ほ
ど
の
勢
い
で
吹
き
出
る
よ
う
だ
。

悪
魔
の
酒
と
呼
ぶ
者
も
い
る
よ
う
だ
。

に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
…
。

釘

そ
こ
で
実
際
に
や
っ
て
み
た
。

注
文
か
ら
一
週
間
後
、
い
よ
い
よ
そ

の
酒
が
手
元
に
届
い
た
。

そ
し
て
そ
の
ラ
ベ
ル
に
は
開
栓
に
あ

第５回 おすすめの名店ｼﾘｰｽﾞ>１１M届ｉ
駐B-4
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ト
リ
ピ
ア
の
泉
や
探

偵
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ
な

ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
有

、
『
る
み
こ
の
酒
』
。

さ
て
、
今
回
も
お
す

す
め
の
名
店
シ
リ
ー
ズ

外
伝
と
い
う
こ
と
で
、

一
度
は
試
し
て
み
た
か

っ
た
お
取
り
寄
せ
グ
ル

メ
一
縮
を
お
届
け
し
よ
う
。

今
回
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

知
る
人
ぞ
知
る
禁
断
の

『
る
み
子
の
酒
』
だ
。

早
速
Ａ
ｍ
ａ
Ｚ
ｏ
ｎ
で
注

文
し
て
み
た
。

…
い
っ
た
い
こ
の
小
さ
な
ガ
ラ
ス
瓶

の
中
で
、
我
々
の
想
像
を
超
え
る
よ
う

な
化
学
変
化
が
起
き
て
い
る
と
い
う
の

か
？
そ
し
て
こ
れ
か
ら
僕
の
身
に
い

っ
た
い
ど
ん
な
惨
事
が
起
き
よ
う
と
い

う
の
か
？

高
礪
鳴
る
鼓
動
を
感
じ
な
が
ら
、
｜
｜
人

の
子
ど
も
が
よ
う
や
く
寝
静
ま
っ
た
真

冬
の
小
雨
降
る
深
夜
、
い
ざ
決
行
の
時

を
迎
え
る
…
。

僕
の
右
手
が
そ
の
悪
魔
の
栓
に
か
か

る
。
ゆ
っ
く
り
と
、
し
か
し
力
強
く
…
。

ど
ん
な
爆
発
が
起
き
た
と
し
て
も
俺

は
大
丈
夫
だ
。
万
が
一
に
備
え
て
の
準

備
は
万
全
だ
。

ま
さ
か
事
故
が
起
こ
る
ほ
ど
の
爆
発

…
｜
株
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
そ
の

注
意
書
き
を
読
み
す
す
め
る
。

た
っ
て
の
注
意
書
き
が
赤
字
で
な
さ
れ

て
い
た
。

『
開
栓
の
際
に
は
汚
れ
て
も
大
丈
夫
な

服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。
周
り
が
汚

れ
て
も
大
丈
夫
な
場
所
、
外
、
お
風

呂
で
お
開
け
く
だ
さ
い
』

「
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。
予
期
せ
ぬ

事
故
を
招
く
こ
と
が
あ
り
得
ま
す
』

ど
う
し
て
こ
の
る
み
子
の
酒
が
爆
発

す
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
酒
は
活
性

濁
り
生
原
酒
な
た
め
に
瓶
詰
後
も
瓶
内

発
行
が
行
わ
れ
、
炭
酸
ガ
ス
が
発
生
し

続
け
る
か
ら
だ
と
か
・

ア
ル
コ
ー
ル
を
常
に
生
成
し
続
け
、

味
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
す
る
と
い

う
こ
と
だ
。

周
り
の
家
電
や
壊
れ
や
す
い
も
の
は

す
べ
て
撤
去
し
た
。
そ
し
て
天
井
に
届

く
ほ
ど
の
噴
火
が
起
き
た
と
し
て
も
命

を
か
け
て
顔
面
で
噴
き
出
す
酒
を
す
べ

て
食
い
止
め
る
覚
悟
だ
、
い
や
こ
れ
は

五
メ
ー
タ
ー
離
れ
た
リ
ビ
ン
グ
の
片
隅

で
俺
を
に
ら
む
嫁
の
冷
た
い
視
線
が
俺

を
そ
う
さ
せ
る
の
か
…
。

爆
発
ど
こ
ろ
か
瓶
か
ら
酒
が
こ
ぼ
れ

る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

中
身
は
呑
み
や
す
い
た
だ
の
濁
り
酒
。

完
全
に
拍
子
抜
け
の
不
発
弾
…

つ
い
に
そ
の
時
が
…
栓
が
勢
い
よ
く

は
ず
さ
れ
た
。

さ
あ
来
い
！

１
．
つ
．
Ｃ

こ
つ
こ
れ
は
：
…
．

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
先
生
方
の
行
き

つ
け
の
名
店
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
是
非
編

集
委
員
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
決
し

て
大
き
な
声
で
は
言
え
な
い
よ
う
な
お

店
で
も
結
構
で
す
。
た
だ
し
掲
載
は
袋

と
じ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
第
５
回
担
当

辻
卓
朗
（
大
別
期
）
）

勇
気
あ
る
方
は
こ
の
る
み
子
の
酒
を

よ
く
振
っ
て
か
ら
開
け
る
と
、
爆
発
し

何
メ
ー
ト
ル
も
吹
き
上
が
る
の
を
見
る

事
が
出
来
る
そ
う
な
。

た
だ
し
そ
う
す
る
と
中
身
は
空
っ
ぽ

に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
が
…
。

大
抵
は
た
ら
い
か
何
か
を
用
意
し
て

吹
き
こ
ぼ
れ
た
も
の
も
お
い
し
く
頂
く

そ
う
な
。

故
に
、
開
け
た
瞬
間
に
、
中
の
お
酒

が
勢
い
良
く
噴
出
す
る
そ
う
な
。

シ
ャ
ン
パ
ン
や
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ

イ
ン
を
よ
く
振
っ
て
か
ら
開
け
る
感
じ

か
。

＃
鏡
鍵
誼
麺
迺
趨
》
鋼
鋼
曇
蕊

１

酉

１
画
．
。

…
…
農
鑪
鑪
…
鋸
騏
鑿
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私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
五
年
前
母
が

胆
石
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
殆
ど
病
院
に
か
か
っ
た
事
の
な
い
母

で
し
た
が
血
液
検
査
で
高
コ
レ
ス
テ
ロ

１
ル
（
以
下
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
コ
ル

と
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）
血
症
が
見
つ

か
り
、
退
院
後
ず
っ
と
コ
ル
低
下
薬
の

ス
タ
チ
ン
剤
を
飲
み
続
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
事
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
上
、

元
気
の
な
い
母
の
姿
を
見
て
私
は
薬
を

止
め
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

母
は
お
医
者
さ
ん
の
指
示
だ
か
ら
と
答

え
ま
し
た
。
母
の
事
も
全
て
医
師
任
せ

で
は
な
く
自
分
で
納
得
し
た
い
と
考
え

た
私
は
以
下
の
本
を
読
み
ま
し
た
。
岡

本
裕
署
「
９
割
の
病
気
は
自
分
で
治
せ

る
」
「
薬
を
や
め
れ
ば
病
気
は
治
る
」

二
生
薬
の
い
ら
な
い
体
の
つ
く
り
方
」
、

近
藤
誠
著
「
医
者
に
殺
さ
れ
な
い
奴
の

心
得
」
、
中
村
仁
一
箸
「
大
往
生
し
た

け
れ
ば
医
療
と
か
か
わ
る
な
」
。
薬
を

止
め
さ
せ
た
い
私
が
選
ん
だ
本
で
す
か

ら
あ
る
意
味
偏
っ
た
本
ば
か
り
と
言
う

事
に
な
り
ま
す
が
、
読
後
私
の
違
和
《
感

、

厄飲
み
続
け
ま
す
か
Ｃ
・
」

山
下
美
枝
（
大
銅
期
）

は
確
信
に
変
わ
り
母
に
は
薬
を
止
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。
｜
部
を
紹
介
し
ま
す
。

。
数
値
だ
け
見
て
病
気
と
信
じ
て
は
い

け
な
い
。

・
血
圧
も
コ
ル
も
（
基
準
値
よ
り
も
）

高
い
方
が
長
生
き
す
る
。

・
コ
ル
は
．
実
は
長
寿
の
も
と
で
あ
る
。

・
コ
ル
値
が
低
い
人
ほ
ど
全
て
に
お
け

る
死
亡
率
・
や
ガ
ン
死
亡
率
が
圧
倒
的

に
高
く
な
る
上
、
自
立
度
が
低
下
す

る
。

・
薬
は
毒
で
あ
る
。

。
ス
タ
チ
ン
剤
を
服
薬
す
る
事
は
小
利

大
損
の
典
型
と
も
一
一
一
一
目
え
る
。

・
中
止
し
て
具
合
が
悪
く
な
る
薬
な
ど

殆
ど
な
い
（
ド
ク
タ
ー
ズ
ル
ー
ル
４

２
５
医
師
の
心
得
集
）

他
に
こ
う
い
う
内
容
も
あ
り
ま
し
た
。

・
日
本
人
は
世
界
一
医
者
好
き
の
国
民

で
あ
る
。

．
ｗ
Ｈ
○
が
定
め
た
必
須
医
薬
品
は
三

百
種
余
り
だ
が
、
日
本
に
あ
る
薬
は

一
万
七
千
種
を
越
え
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
あ
る
。

・
日
本
は
世
界
全
体
の
１
／
６
の
薬
を

消
費
し
て
い
る
巨
大
医
薬
品
消
費
国

で
あ
る
。

．
Ｃ
Ｔ
も
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
世
界
の
約
１
／
３

が
日
本
に
あ
り
、
検
査
件
数
も
世
界

断
ト
ツ
｜
位
。

・
放
射
線
検
査
に
よ
る
国
民
被
曝
線
量

も
、
そ
れ
に
よ
る
発
ガ
ン
死
亡
率
も

世
界
ワ
ー
ス
ト

・
予
防
医
学
の
実
態
は
患
者
を
呼
ぼ
う

医
学

・
病
院
に
行
く
人
ほ
ど
薬
や
治
療
で
命

を
縮
め
や
す
い

更
に
一
つ
付
け
加
え
ま
す
。
骨
粗
髭

症
の
第
一
選
択
薬
で
あ
る
ビ
ス
フ
オ
ス

フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤
。
服
薬
患
者
さ
ん
の

抜
歯
後
に
顎
骨
壊
死
が
起
こ
る
事
が
あ

る
と
し
て
歯
科
医
に
も
聞
き
慣
れ
た
薬

で
す
。
単
に
骨
籾
髭
症
の
薬
と
聞
け
ば

特
に
何
も
感
じ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
作
用

機
序
は
骨
を
破
壊
す
る
破
骨
細
胞
を
壊

死
さ
せ
る
事
に
よ
り
骨
吸
収
を
阻
止
す

る
薬
だ
そ
う
で
す
。
何
だ
か
急
に
恐
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

尚
、
著
者
の
岡
本
氏
も
近
藤
氏
も
中

村
氏
も
医
師
で
す
。
薬
を
飲
む
に
し
て

も
飲
ま
な
い
に
し
て
も
、
自
分
で
調
べ

て
考
え
る
事
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
私
は
思
い
ま
す
。
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小
学
校
の
卒
業
文
集
で
、
作
家
に
な
り
た
い
、

と
書
い
た
こ
と
は
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
読
ん

だ
本
に
感
動
し
た
こ
と
が
そ
の
理
由
だ
っ
た
は

ず
で
す
。
短
文
で
も
こ
ん
な
に
苦
労
す
る
の
に
、

と
て
も
お
こ
が
ま
し
い
希
望
だ
っ
た
と
、
今
は

思
う
の
み
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
投
稿
が
『
な
に

歯
だ
よ
り
」
で
す
。
今
回
も
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

下
出
一
夫
（
大
四
期
）

九
州
歯
科
大
学
は
、
今
年
百
周
年
。
実
は
「
な

に
歯
だ
よ
り
」
も
第
十
号
を
迎
え
ま
す
。
映
え

あ
る
年
に
広
報
編
集
委
員
と
し
て
同
窓
会
に
携

わ
れ
る
こ
と
を
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。
素
敵
な

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
ｂ
・

大
野
（
旧
姓
：
渡
瀬
）
麻
衣
子
（
大
引
期
）

今
回
も
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
第
十
号
の

発
行
が
無
事
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
自
身
こ
の
「
な

に
歯
だ
よ
り
」
の
広
報
編
集
委
員
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
五
年
に
な
り
ま
す
。
日
々
の
診

療
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
大
阪
府
ら
し
い
広
報
誌

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
編
集

部
へ
の
ご
参
加
や
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

辻
卓
朗
（
大
別
期
）

前
号
よ
り
又
一
年
、
皆
様
に
は
ど
の
よ
う
な
ｎ
々

で
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
次
号

ま
で
の
又
一
年
、
充
実
し
た
時
間
を
多
く
積
み

一
重
ね
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

山
下
美
枝
（
大
兜
期
）

編
集
後
記

こ
れ
書
い
て
い
る
少
し
前
に
行
っ
た
志
賀
高

原
ゲ
レ
ン
デ
で
ス
キ
ー
板
を
作
る
会
社
の
人
に

聞
い
た
話
。
浅
田
真
央
と
か
が
出
る
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
と
か
上
村
愛
子
の
出
る
モ
ー
グ
ル

と
か
の
審
判
に
ロ
ビ
ー
活
動
す
る
の
は
世
界
の

常
識
ら
し
い
で
す
。
採
点
に
手
心
を
加
え
る
た

め
に
金
品
を
贈
っ
た
り
接
待
し
た
り
す
る
わ
け
。

｜
そ
れ
を
一
切
し
な
い
日
本
人
は
い
さ
ぎ
よ
い
ア

ホ
で
す
一
と
愛
情
を
込
め
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ど
こ
か
九
州
歯
科
大
学
大
阪
支
部
の
カ
ラ
ー
に

似
通
っ
て
ま
せ
ん
か
？
「
な
に
歯
だ
よ
り
一
編

集
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
今
年
も
良
い
原
稿
を

集
め
る
ロ
ビ
ー
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

青
木
修
一
（
大
狙
期
）


